
やど （岐阜県高山市）
飛騨・高山温泉　宝生閣 館

内
畳
敷
き
、女
性
専
用
の
湯
あ
そ
び
処

全
旅
連
シ
ル
バ
ー
ス
タ
ー
部
会
が
総
代
会

全旅連ＪＫＫ

天
童
温
泉
で
定
例
会
議

勉
強
会
や
観
光
地
を
視
察

独自商品でリピーター獲得に一手
ホ
テ
ル
日
航
熊
本

ロ
ビ
ー
の
香
り
を
商
品
化

稲
取
赤
尾
ホ
テ
ル

ア
メ
ニ
テ
ィ
を
一
般
販
売

部会長に伊藤氏（奈良県・
飛鳥荘）


周
年
に
向
け「
制
度
」見
直
し
へ

関案連
社に魅力アピール

石川観光キャラバン開始

ホ
テ
ル
運
営
会
社
を
再
編

大
阪
エ
リ
ア
の
魅
力
向
上
へ
ＪＲ西日本

「
宿
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
」

山
崎
ま
ゆ
み
さ
　

　
ん
が
必
要
性
説
く

ＡＮＨＡ、６月
客室利用率％

予約キャンセル相次ぐ

　
高
山
城
跡
が
残
る
城
山
公
園

の
、
町
並
み
を
見
下
ろ
す
高
台

に
あ
り
、
玄
関
横
の
坂
道
を
下

れ
ば
観
光
名
所
で
あ
る
古
い
町

並
み
や
高
山
陣
屋
な
ど
に
歩
い

て
３
分
ほ
ど
で
行
け
る
、
抜
群

の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
誇
る
。

　
緑
に
囲
ま
れ
た
落
ち
着
い
た

雰
囲
気
の
純
和
風
旅
館
で
、
館

内
は
す
べ
て
畳
敷
き
で
素
足
で

過
ご
せ
る
。
「
初
め
て
の
お
客

さ
ま
は
戸
惑
う
よ
う
で
す
が
、

お
帰
り
に
な
る
時
は
『
と
て
も

良
か
っ
た
』
と
言
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
」と
伝
谷
勝
義
支
配
人
。

　
開
業
当
初
は
ホ
テ
ル
ス
タ
イ

ル
だ
っ
た
が
、
２
０
０
１
年
の

改
装
を
機
に
和
風
旅
館
に
。
飛

騨
高
山
で
も
近
年
は
ホ
テ
ル
が

多
く
、
オ
ー
ナ
ー
の
「
旅
館
文

化
を
残
し
た
い
」
と
の
思
い
か

ら
切
り
替
え
た
と
い
う
。

　
高
山
を
訪
れ
る
観
光
客
は
女

性
が
多
い
こ
と
か
ら
、

年
に

女
性
専
用
の
湯
あ
そ
び
処
「
織

姫
」
を
５
階
に
設
け
た
。
市
街

を
一
望
で
き
る
二
つ
の
露
天
風

呂
「
寝
湯
」
と
「
座
湯
（
ハ
ー

ブ
湯
）
」
の
ほ
か
、
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
を
眺
め
な
が
ら
ゆ
っ
く

り
体
を
温
め
る
「
テ
ル
マ
リ
ウ

ム
星
浴
」
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
チ
ェ

ア
や
足
つ
ぼ
マ
ッ
サ
ー
ジ

機
な
ど
を
備
え
て
い
る
。

　
利
用
で
き
る
の
は
中
学

生
以
上
。
一
般
客
室
の
客

は
予
約
制
（
１
回

分
、

１
５
０
０
円
）
だ
が
、
露

天
風
呂
付
き
客
室
（
和
室

７
、
和
洋
室
４
）
の
客
は

予
約
不
要
で
自
由
に
使
え

る
。
「
予
約
制
は
混
雑
を

避
け
、
ゆ
っ
く
り
く
つ
ろ

い
で
い
た
だ
く
た
め
。
定

員
は

～

人
に
抑
え
て

い
る
」と
伝
谷
支
配
人
。ま
た
、

露
天
風
呂
付
き
客
室
は
１
泊
３

万
円
か
ら
だ
が
、人
気
も
あ
り
、

こ
こ
か
ら
予
約
が
埋
ま
る
と
い

う
。

　
飛
騨
高
山
と
い
え
ば
飛
騨

牛
。
提
供
す
る
会
席
料
理
に
は

必
ず
飛
騨
牛
を
付
け
、
天
日
塩

・
ワ
イ
ン
ソ
ー
ス
・
し
ょ
う
が

じ
ょ
う
ゆ
の
三
つ
の
味
で
楽
し

ん
で
も
ら
う
「
陶
板
焼
き
」
、

ご
ま
だ
れ
と
ポ
ン
酢
で
味
わ
う

「
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
」
、
朴
葉
の

上
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
味
噌

み

そ

を
か

ら
め
て
い
た
だ
く
「
朴
葉
味
噌

ス
テ
ー
キ
」
か
ら
選
ん
で
も
ら

う
。今
の
時
期
は
川
魚（
ア
ユ
）

も
人
気
だ
。

　
高
山
は
外
国
人
に
人
気
だ

が
、
宝
生
閣
に
は
欧
州
か
ら
の

客
が
多
い
。

　
パ
ー
ト
を
含
め

人
ほ
ど
の

ス
タ
ッ
フ
が
い
る
が
、「
良
い
思

い
出
を
残
し
て
帰
っ
て
い
た
だ

く
よ
う
、滞
在
を
手
助
け
す
る

よ
う
指
導
し
て
い
る
」と
い
う
。

　
【
客
室

。
１
泊
２
食
付
き

１
万
８
千
円
（
税
別
）
か
ら
】

　
　
　
　
　
　
　
＝
隔
週
掲
載

玄
関
の
間
「
一
会
」

　
泊
ま
り
な
が
ら
美
し
く
な
る

「
美
泊
ス
タ
イ
ル
」
を
提
唱
す

る
稲
取
赤
尾
ホ
テ
ル
（
静
岡
県

・
稲
取
温
泉
）
は
こ
の
ほ
ど
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
キ
ン
ケ
ア
ブ
ラ

ン
ド
「
Ｉ
ｎ
ａ
ｌ
ｕ
ｘ
ｅ
（
イ

ナ
リ
ュ
ク
ス
）
」
の
オ
ン
ラ
イ

ン
販
売
を
開
始
し
た
。
こ
れ
ま

で
宿
泊
時
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
と
し

て
提
供
し
て
い
た
が
、
利
用
者

か
ら
の
反
響
を
受
け
、
一
般
販

売
に
踏
み
切
っ
た
。

　
ア
イ
テ
ム
は
、
オ
イ
ル
ク
レ

ン
ジ
ン
グ
、
泡
洗
顔
、
オ
ー
ル

イ
ン
ワ
ン
美
容
ジ
ェ
ル
の
３
種

類
展
開
で
、
植
物
由
来
成
分
に

こ
だ
わ
り
、
肌
へ
の
負
担
を
軽

減
。肌
本
来
の
状
態
へ
と
整
え
、

活
力
を
引
き
出
す
よ
う
サ
ポ
ー

ト
す
る
。

　
中
で
も
オ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
美

容
ジ
ェ
ル
は
、化
粧
水
や
乳
液
、

パ
ッ
ク
な
ど
複
数
の
役
割
を
１

本
に
集
約
し
、
ス
キ
ン
ケ
ア
の

効
率
化
を
実
現
。
角
質
層
ま
で

う
る
お
い
を
届
け
、
朝
の
化
粧

ノ
リ
の
良
さ
も
期
待
で
き
る
。

　
価
格
は
オ
イ
ル
ク
レ
ン
ジ
ン

グ
３
８
５
０
円
、
泡
洗
顔
３
３

０
０
円
、
オ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
美

容
ジ
ェ
ル
４
９
５
０
円
（
全
て

税
込
み
）
。

　
ホ
テ
ル
日
航
熊
本（
熊
本
市
）

は
７
月

日
か
ら
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
フ
レ
グ
ラ
ン
ス
「
Ｃ
ａ
ｍ
ｉ

ｎ
ｏ
（
カ
ミ
ー
ノ
）
」
の
香
り

を
自
宅
で
も
楽
し
め
る
エ
ッ
セ

ン
シ
ャ
ル
オ
イ
ル
を
発
売
し
た

＝
写
真
。

　
カ
ミ
ー
ノ
は
、
昨
年

月
か

ら
ロ
ビ
ー
で
使
用
さ
れ
て
き
た

香
り
で
、
「
く
つ
ろ
ぐ
、
安
ら

ぐ
、
心
和
む
空
間
へ
」
を
テ
ー

マ
に
開
発
。
マ
ン
ダ
リ
ン
、
ベ

ル
ガ
モ
ッ
ト
、
ヒ
ノ
キ
な
ど
６

種
類
の
１
０
０
％
天
然
エ
ッ
セ

ン
シ
ャ
ル
オ
イ
ル
を
独
自
に
ブ

レ
ン
ド
し
、
大
地
の
ぬ
く
も
り

と
穏
や
か
な
幸
福
感
を
感
じ
ら

れ
る
香
り
に
仕
上
げ
た
。

　
香
り
の
開
発
に
は
、
英
国
ア

ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
学
に
基
づ
い
た

ブ
レ
ン
ド
技
術
を
持
つ
Ｙ
Ｕ
Ｋ

Ｉ
　
Ｌ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
Ｎ
　
ｗ
ｉ
ｔ

ｈ
　
ａ
ｒ
ｏ
ｍ
ａ
が
協
力
。
香

り
を
通
し
て
五
感
に
訴
え
、
ホ

テ
ル
同
様
の
く
つ
ろ
ぎ
を
提
供

す
る
。

　
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
は
、
単
体
の

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
オ
イ
ル
（
税

込
み
３
千
円
）
と
、
専
用
ウ
ッ

ド
キ
ュ
ー
ブ
と
の
セ
ッ
ト
（
税

込
み
３
８
０
０
円
）
の
２
種
。

ウ
ッ
ド
キ
ュ
ー
ブ
や
ア
ロ
マ
ス

ト
ー
ン
に
数
滴
垂
ら
す
だ
け

で
、
リ
ビ
ン
グ
や
玄
関
、
ク
ロ

ー
ゼ
ッ
ト
な
ど
の
小
空
間
に
香

り
が
広
が
る
。

　
商
品
は
フ
ロ
ン
ト
ま
た
は
オ

ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
で
販
売
し

て
い
る
。

（７） 第３２７８号第３種郵便物認可２０２５年（令和７年）８月４日（月曜日）

山崎さんが講演

　
全
国
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合
会
（
全
旅
連
）
シ
ル
バ
ー
ス
タ
ー
部
会

は
７
月

日
、
２
０
２
５
年
度
総
代
会
を
東
京
都
千
代
田
区
の
全
旅
連
会
議
室
で
開
い

た
。
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で
、
新
部
会
長
に
副
部
会
長
の
伊
藤
隆
司
氏
（
奈
良

県
・
飛
鳥
荘
）
の
就
任
を
決
め
た
。
今
年
度
は
「
シ
ル
バ
ー
ス
タ
ー
登
録
制
度
」
の
登

録
施
設
増
強
や
認
知
拡
大
に
加
え
、
新
た
に
「
制
度
推
進
事
業
」
を
設
け
、
設
立

周

年
を
見
据
え
た
シ
ル
バ
ー
ス
タ
ー
の
リ
ブ
ラ
ン
ド
化
、制
度
の
見
直
し
に
も
取
り
組
む
。

伊藤新部会長（右）から花束を受け取る
渡邊氏

出
発
式
で
気
勢
を
挙
げ
る

会
員
ら

勉
強
会
の
様
子

　
全
日
本
ホ
テ
ル
連
盟
（
Ａ

Ｎ
Ｈ
Ａ
）
が
発
表
し
た
会
員

ホ
テ
ル
の
６
月
の
全
国
平
均

客
室
利
用
率
は
、

・
３
％

で
、
前
年
同
月
比
０
・
１
㌽

減
と
な
っ
た
。

　
６
月
に
つ
い
て
、
「
利
用

率
が
全
国
ト
ッ
プ
と
な
っ
た

近
畿
地
方
は
、
大
阪
市
の
ほ

か
、
京
都
、
神
戸
、
奈
良
と

大
阪
・
関
西
万
博
の
来
訪
客

が
近
畿
一
円
に
宿
泊
し
て
い

る
結
果
と
み
て
い
る
」
と
Ａ

Ｎ
Ｈ
Ａ
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て

は
、
「
７
月
５
日
に
大
災
害

が
起
き
る
と
い
う
不
確
定
な

情
報
が
東
ア
ジ
ア
を
中
心
に

広
が
り
、
地
震
に
敏
感
な
香

港
、
台
湾
、
中
国
、
韓
国
か

ら
の
予
約
キ
ャ
ン
セ
ル
が
相

次
い
だ
と
の
報
告
を
多
く
受

け
て
い
る
。
こ
の
状
況
は
今

月
以
降
も
し
ば
ら
く
続
く
と

考
え
ら
れ
、
夏
の
繁
忙
期
に

大
き
く
影
響
す
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
る
」
と
コ
メ
ン
ト
し

て
い
る
。

　
調
査
は
２
７
９
軒
か
ら
回

答
を
得
た
。

　
地
域
別
で
の
利
用
率
の
ト

ッ
プ
は

・
９
％
の
近
畿
。

次
い
で
、
・
８
％
の
関
東
、


・
３
％
の
東
北
な
ど
。

　
最
も
利
用
率
が
低
か
っ
た

地
域
は

・
８
％
の
四
国
。

次
い
で

・
１
％
の
中
国
、


・
８
％
の
九
州
。北
海
道
、

東
北
、
関
東
を
除
く
地
区
で

利
用
率
が
前
年
同
月
比
で
増

加
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
グ
ル
ー
プ
の

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
西
日
本
ホ
テ

ル
開
発
（
京
都
市
）
は
こ
の

ほ
ど
、

月
１
日
付
で
ホ
テ

ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
大
阪
（
大

阪
市
）
と
ホ
テ
ル
ヴ
ィ
ス
キ

オ
大
阪
（
同
）
を
運
営
す
る

子
会
社
を
吸
収
合
併
す
る
と

発
表
し
た
。
同
グ
ル
ー
プ
の

ホ
テ
ル
運
営
法
人
は
和
歌
山

タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
、
Ｊ
Ｒ
西

日
本
ホ
ロ
ニ
ッ
ク
と
合
わ
せ

て
３
社
体
制
と
な
る
。

　
同
社
は
す
で
に
７
月
１
日

付
で
奈
良
ホ
テ
ル
や
ホ
テ
ル

グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
岡
山
な
ど
を

運
営
す
る
子
会
社
４
社
と
統

合
。
チ
ェ
ー
ン
ホ
テ
ル
と
し

て
の
さ
ら
な
る
競
争
力
や
ブ

ラ
ン
ド
力
の
向
上
、
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
・
ガ
バ
ナ
ン
ス

体
制
の
強
化
、
経
営
基
盤
と

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
力
の
強
化

を
目
的
に
、
運
営
会
社
の
集

約
を
進
め
て
き
た
。

　
今
回
の
再
編
を
契
機
に
、

大
阪
エ
リ
ア
の
魅
力
向
上
と

に
ぎ
わ
い
創
出
を
図
る
た

め
、
同
社
が
運
営
す
る
大
阪

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
（
大

阪
市
）
と
の
連
携
を
強
化
。

「
食
の
デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ

ョ
ン
ホ
テ
ル
」
を
掲
げ
、
唯

一
無
二
の
価
値
や
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
目
指
す
。

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
グ
ル
ー
プ
が

運
営
す
る
ホ
テ
ル
は
現
在
、

５
ブ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
（
計

４
４
２
２
室
）
。
こ
の
う
ち


ホ
テ
ル
を
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル

西
日
本
ホ
テ
ル
開
発
が
担
う

こ
と
に
な
る
。

　
石
川
県
内
の
温
泉
旅
館
直

営
営
業
所
な
ど
で
つ
く
る
関

西
石
川
県
観
光
旅
館
・
施
設

案
内
所
連
絡
協
議
会
（
会
長

＝
吉
野
竜
宏
・
月
う
さ
ぎ
の

里
常
務
）
は
７
月

日
、
観

光
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
始
め
た
。

近
畿
圏
の
旅
行
業
者
約
２
０

０
社
を
訪
問
。
同
県
の
観
光

魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と

も
に
情
報
交
換
を
行
い
、
観

光
誘
客
促
進
に
つ
な
げ
た
い

考
え
だ
。

　
同
県
の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
配
布
す
る
な
ど
し
て
最

新
の
観
光
情
報
を
提
供
す
る

と
と
も
に
、旅
行
業
者
か
ら

聞
き
取
り
を
行
う
な
ど
し

て
、観
光
動
向
や
ニ
ー
ズ
調

査
を
行
う
も
の
。毎
年
こ
の

時
期
に
石
川
県
観
光
連
盟
な

ど
と
連
携
し
て
実
施
し
て
い

る
。

　
同
日
大
阪
市
内
で
行
っ
た

出
発
式
に
は
吉
野
会
長
は
じ

め

人
が
出
席
。
初
め
に
石

川
県
の
竹
本
正
平
・
大
阪
事

務
所
所
長
が「
石
川
県
は
今
、

関
西
か
ら
の
誘
客
に
苦
戦
し

て
い
る
。
大
阪
・
関
西
万
博

終
了
後
の
需
要
獲
得
へ
、
こ

の
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
魅
力
を
し

っ
か
り
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き

た
い
」と
力
強
く
あ
い
さ
つ
。

次
い
で
吉
野
会
長
は
「
万
博

が
終
わ
れ
ば
間
違
い
な
く
冬

場
の
北
陸
に
足
が
向
く
は

ず
。
能
登
の
復
興
は
ま
だ
先

だ
が
、
こ
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
で

今
で
き
る
ア
ピ
ー
ル
を
し
っ

か
り
し
て
い
こ
う
」
と
メ
ン

バ
ー
を
鼓
舞
し
た
。

　
出
発
式
後
、
キ
ャ
ラ
バ
ン

隊
は
４
班
に
分
か
れ
て
車
に

分
乗
し
、
近
畿
２
府
４
県
に

移
動
。
班
ご
と
に

社
ず
つ

を
訪
問
し
て
、
石
川
へ
の
送

客
を
訴
え
た
。

　
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
９
月

日

ま
で
開
催
。期
間
中
に
在
阪

会
員
が
計
２
０
０
社
を
訪
問

し
、ア
ピ
ー
ル
す
る
予
定
だ
。

　
全
国
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛

生
同
業
組
合
連
合
会
（
全
旅
連
）
の
女
性
経
営
者
の
会

（
Ｊ
Ｋ
Ｋ
、
山
田
佐
知
会
長

＝
兵
庫
県
・
ほ

て
る
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｇ

Ｏ
神
戸
）
は
７

月

日
、
ほ
ほ

え
み
の
宿
滝
の

湯
（
山
形
県
・

天
童
温
泉
）
で

定
例
会
議
を
開

い
た
。
各
委
員

会
か
ら
の
活
動

報
告
に
加
え
、

外
部
講
師
を
招

い
た
勉
強
会
、

視
察
を
通
じ

て
、
女
性
経
営
者
と
し
て
の

学
び
を
深
め
る
と
と
も
に
、

参
加
者
同
士
の
情
報
交
換
を

行
っ
た
。

　
勉
強
会
の
第
１
部
は
、
滝

の
湯
社
長
で
全
旅
連
観
光
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
推
進
部
会
委

員
、
山
形
県
旅
館
ホ
テ
ル
生

活
衛
生
同
業
組
合
理
事
長
を

務
め
る
山
口
敦
史
氏
が
「
競

争
か
ら
共
創
へ
。
Ｄ
Ｍ
Ｃ
を

核
と
し
た
天
童
温
泉
の
取
り

組
み
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
。

　
続
く
第
２
部
は
、
多
言
語

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
制
作
な
ど
を

手
掛
け
る
Ｅ
ｘ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
　

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
執
行
役
員
　
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
事
業
部
長
の

フ
ラ
ン
ク
・
ウ
ォ
ル
タ
ー
氏

が
登
壇
。
訪
日
欧
米
人
の
視

点
か
ら
み
た
日
本
の
旅
館
や

ホ
テ
ル
の
魅
力
に
つ
い
て
解

説
し
た
。

　
翌

日
に
は
、
視
察
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
し
て
天
童
市
内
に

あ
る
王
将
果
樹
園
や
出
羽
桜

酒
造
を
訪
問
。
地
元
産
業
の

現
場
に
触
れ
、
地
域
資
源
を

生
か
し
た
観
光
振
興
の
ヒ
ン

ト
を
得
た
。

　
全
旅
連
シ
ル
バ
ー
ス
タ
ー

部
会
は
７
月

日
、
総
代
会

に
先
立
ち
、
全
旅
連
会
議
室

（
東
京
都
千
代
田
区
）
で
研

修
会
を
開
い
た
。
温
泉
エ
ッ

セ
イ
ス
ト
で
跡
見
学
園
女
子

大
学
兼
任
講
師
の
山
崎
ま
ゆ

み
氏
が
、
「
な
ぜ
、
い
ま
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
宿

が
必
要
と
さ
れ
る
の
か
　
収

益
性
を
上
げ
る
た
め
に
必
要

な
こ
と
」
と
題
し
て
講
演
を

行
っ
た
。

　
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど

誰
も
が
安
心
し
て
入
浴
で
き

る
温
泉
の
普
及
や
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
に
取

り
組
ん
で
き
た
山
崎
氏
は
、

「
こ
れ
か
ら
の
宿
は
、ハ
ー
ド

面
以
上
に
ソ
フ
ト
面
の
充
実

が
大
切
」と
強
調
。ハ
ー
ト
ビ

ル
法
の
施
行（
１
９
９
４
年
）

か
ら
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
の
制

定（
２
０
０
６
年
）・
改
正

（

、
年
）と
い
っ
た
法
整

備
の
経
緯
や
、観
光
庁
が


年
に
創
設
し
た「
心
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
認
定
制
度
」を
紹

介
し
、ソ
フ
ト
面
で
の
実
質

的
な
配
慮
が
さ
ら
に
求
め
ら

れ
る
時
代
に
な
っ
て
き
た
こ

と
を
説
明
し
た
。

　
地
域
全
体
で
ソ
フ
ト
面
の

整
備
に
成
功
し
た
例
と
し

て
、
観
光
・
宿
泊
業
が
主
導

し
た
山
形
県
天
童
温
泉
、
福

祉
事
業
者
が
主
導
し
た
山
梨

県
石
和
温
泉
の
取
り
組
み
を

紹
介
。
「
観
光
と
福
祉
の
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
」
が
重
要
だ
と

し
つ
つ
も
、
宿
泊
業
が
主
導

す
る
体
制
が
理
想
で
あ
り
、

持
続
可
能
な
整
備
に
結
び
付

く
と
述
べ
た
。

　
ま
た
、
宿
の
収
益
性
を
高

め
る
工
夫
と
し
て
備
品
の
整

備
を
挙
げ
、
「
必
要
な
備
品

を
そ
ろ
え
て
お
き
、
必
要
な

と
き
に
設
置
で
き
る
柔
軟
な

対
応
が
重
要
」
と
指
摘
。
備

品
を
着
脱
式
に
す
る
、
宿
泊

者
の
要
望
に
応
じ
て
調
整
可

能
に
す
る
、
必
要
な
も
の
を

選
べ
る
よ
う
に
す
る
―
な
ど

の
具
体
的
な
方
法
を
提
案
し

た
。

　
最
後
に
山
崎
氏
は
「
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
裾

野
を
広
げ
て
い
く
に
は
愛
さ

れ
る
た
め
の
言
葉
や
人
の
心

に
届
く
サ
ー
ビ
ス
、
利
用
し

た
く
な
る
ト
ラ
ブ
ル
を
生
ま

な
い
発
信
が
大
事
」と
助
言
。

「
３
世
代
旅
行
」
や
「
親
孝

行
温
泉
」
な
ど
の
親
し
み
や

す
い
表
現
を
使
う
ほ
か
、
段

差
の
有
無
や
通
路
幅
と
い
っ

た
ハ
ー
ド
面
で
の
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
要
素
も
含
め
た
詳
細
な

〝
見
え
る
化
〟
に
よ
る
情
報

発
信
が
、
利
用
者
の
安
心
感

と
信
頼
性
の
向
上
に
つ
な
が

る
と
説
明
し
た
。

　
伊
藤
氏
は「
渡
邊
部
会
長

か
ら
バ
ト
ン
を
受
け
て
、身

の
引
き
締
ま
る
思
い
。今
年

度
は（
全
旅
連
の
活
動
の
軸

で
あ
る
）８
部
会
の
う
ち
、第

５
部
会
と
い
う
位
置
付
け
で

や
っ
て
い
く
」と
部
会
の
立

場
・
役
割
を
改
め
て
確
認
し
、

各
事
業
の
発
展
や
会
員
増
強

へ
の
意
欲
を
示
し
た
。

　
会
に
は
井
上
善
博
全
旅
連

会
長
の
ほ
か
、歴
代
部
会
長

も
出
席
。来
賓
と
し
て
、厚
労

省
健
康
・
生
活
衛
生
局
生
活

衛
生
課
の
藤
本
昭
彦
課
長
補

佐
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

　
前
部
会
長
の
渡
邊
幾
雄
氏

（
栃
木
県
・
や
ま
の
宿
下
藤

屋
）は「
シ
ル
バ
ー
ス
タ
ー
部

会
は
あ
と
２
年
で

周
年
を

迎
え
る
。長
い
歴
史
の
中
で

先
輩
方
が
築
き
上
げ
て
き
た

こ
の
部
会
を
、さ
ま
ざ
ま
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
な

が
ら
さ
ら
な
る
発
展
を（
目

指
し
た
い
）」と
語
っ
た
。

　
今
年
度
は
、
高
齢
者
な
ど

誰
も
が
利
用
し
や
す
い
優
し

い
宿
の
登
録
制
度
「
シ
ル
バ

ー
ス
タ
ー
登
録
制
度
」
の
登

録
施
設
増
強
や
認
知
拡
大
に

向
け
て
、
「
人
に
優
し
い
地

域
の
宿
づ
く
り
賞
」
の
エ
ン

ト
リ
ー
推
進
、
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
を
活
用
し
た
周
知
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
な
ど
に
引
き
続
き

取
り
組
む
。
ま
た
、
公
式
サ

イ
ト
の
充
実
化
を
図
り
、
登

録
施
設
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

活
動
に
も
力
を
入
れ
る
。

　
加
え
て
、新
事
業「
制
度
推

進
事
業
」の
一
つ
と
し
て
、シ

ル
バ
ー
ス
タ
ー
の
リ
ブ
ラ
ン

ド
化
と
制
度
の
再
構
築
に
着

手
す
る
。同
部
会
は
当
初
、高

齢
者
が
利
用
し
や
す
い
宿
泊

施
設
の
在
り
方
を
研
究
す
る

こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た

が
、時
代
と
と
も
に
消
費
者

の
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
て
き

た
。設
立

周
年
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、設
備（
ハ
ー
ド

面
）だ
け
で
な
く
、接
遇
や
情

報
発
信（
ソ
フ
ト
面
）も
考
慮

し
た
ブ
ラ
ン
ド
の
刷
新
を
検

討
す
る
。

　
制
度
の
再
構
築
に
つ
い
て

は
、
登
録
施
設
（
部
会
員
）

数
が
現
在
６
１
６
軒
ま
で
減

少
し
て
い
る
現
状
を
踏
ま

え
、
登
録
基
準
な
ど
を
見
直

し
、
時
代
に
即
し
た
持
続
可

能
な
制
度
へ
の
転
換
を
図

る
。
渡
邊
氏
は
、
「
ピ
ー
ク

時
に
は
登
録
軒
数
が
１
千
軒

を
超
え
て
い
た
が
、
非
常
に

厳
し
い
（
状
況
）
。
引
き
続

き
、
登
録
施
設
増
強
に
ご
協

力
い
た
だ
き
た
い
」
と
強
く

呼
び
掛
け
た
。

　
新
部
会
長
の
決
定
後
、
２

期
４
年
に
わ
た
り
部
会
長
を

務
め
た
渡
邊
氏
の
功
績
を
た

た
え
、
伊
藤
氏
か
ら
花
束
が

贈
ら
れ
た
。

　
今
期
の
役
員
体
制
は
次
の

通
り
（
敬
称
略
）
。

　
部
会
長
＝
伊
藤
隆
司
（
奈

良
県
・
飛
鳥
荘
）
▽
副
部
会

長
＝
近
藤
誠
一
（
新
潟
県
・

美
味
海
食
汐
彩
の
湯
　
み
か

く
）
▽
常
任
委
員
＝
西
海
博

之
（
北
海
道
・
森
の
雫
Ｒ
Ｉ

Ｎ
）
、
佐
藤
利
規
（
秋
田
県

・
セ
イ
コ
ー
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
）
、
栁
澤
伸
雄
（
東
京
都

・
ホ
テ
ル
た
て
し
な
）
、
丸

山
修
（
静
岡
県
・
下
田
ビ
ュ

ー
ホ
テ
ル
）
、
帽
子
山
宗

（
石
川
県
・
加
賀
の
宿
宝
生

亭
）
、
砂
金
伸
和
（
兵
庫
県

・
ほ
て
る
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ｏ
神

戸
）
、
勝
谷
有
史
（
島
根
県

・
な
に
わ
一
水
）
、
田
村
卓

実
（
高
知
県
・
足
摺
国
際
ホ

テ
ル
）
、
福
田
努
（
長
崎
県

・
雲
仙
福
田
屋
）

　
　
　
　
　【
溝
部
あ
ゆ
美
】


